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大阪エヌデーエス『アドバンスドテクノロジーセンター』を大阪に開所 

最先端ソフトウェア技術研究・応用技術からソリューション・サービスまでのスピードアッ
プを実現 ～大きな夢と新たな価値ある製品を生み出すことを目指します～ 
 
株式会社大阪エヌデーエス（本社：大阪市中央区、代表取締役社長：平山 武司、以下(大阪
エヌデーエス）はソフトウェアソリューションを基軸とした事業の拡大・創出を目指し、「ア
ドバンスドテクノロジーセンター」を新設します。持続可能な社会の実現に向けた企業に対
する期待がますます高まる中、お客様や市場における期待を超えた安全・快適且つ利便性に
優れた IT ソリューションを提供する事を目的に、更なる高度化技術集団として最先端技術
への挑戦・お客様の満足度向上・社会の成長実現に直接的に関与する活動展開を行う事で持
続可能な社会へ貢献する事を目指します。「アドバンスドテクノロジーセンター」では、人
工知能（AI）・最先端 IoT 技術・RISC-V 技術・オープンソースソフトウェア（OSS）およ
びハードウェアを基軸にした最新技術を通じて、これまでの事業領域にとらわれない新規
事業の創出を目指します。2022年 4月 1 日から本格業務を開始することを発表します。 
 
株式会社大阪エヌデーエス アドバンスドテクノロジーセンター概要 
名称 ： 株式会社大阪エヌデーエス アドバンスドテクノロジーセンター 
開所日 ： 2022 年 4月 1日 
住所 ： 〒530-0002 大阪府大阪市淀川区西中島 7-1-5 辰野新大阪ビル 9階 
 
補足資料： 
株式会社大阪エヌデーエス アドバンスドテクノロジーセンター設立の目的 
当社は 1969 年の創業以来、半世紀にわたり組込み系システム開発（エンベデッド）と業務
系・基盤系システム開発（エンタープライズ）を２本柱に事業を展開し、現在、そして未来
の社会に必要とされる ITソリューションをご提供しています。そうしたチャレンジを含む
あらゆる企業活動のベースにあるのが、「三位一体」の経営理念であり、お客様・会社・社



員の三者のバランスと自助と互助の精神から生まれる成長の連鎖が、当社の原動力となっ
ています。 
●顧客満足：Customer Satisfaction. 
多様なニーズ、潜在的なニーズに対しイノベーションで創出される新たな価値を積み重ね
る事により、きめ細かな対応を可能とするソリューション製品＆新サービス提供の早期実
現に取り組んでまいります。 
●挑戦し続ける: Never Stop Challenging. 
モノやサービスを、必要な人に、必要な時に、必要なだけ提供し、社会システム全体が最適
化され、経済発展と社会的課題の解決が両立した社会を根幹から支える技術確立を目指し、
常に挑戦し続けます。 
●自己実現：Self-Fulfilment. 
人工知能（ＡＩ）・最先端 IoT 技術・RISC-V 技術など社会を豊かにする為の技術を磨き、
グループが持つ既存事業との連携を通じ、更に市場での競争力や研究開発力を強化するこ
とで社会と技術を共有し更なる成長と実現を目指します。 
 
当社グループ内にある広範囲な技術を連鎖、融合させ「アドバンスドテクノロジーセンター」
によって当社ならではの製品やサービスを順次市場投入していきます。 
 
株式会社大阪エヌデーエスについて 
大阪エヌデーエスは、40 年以上のソフトウェア開発実績を持ち豊富なソフトウェア開発の
経験を基に市場に於いて注目を集める MaaS やコネクテッドカー、自動運転といった車載
機器から生活を便利にするスマート家電、ＡＩやＩｏＴと融合した産業用ロボットまで、未
来につながるお客様製品の設計・開発・運用/保守はもとより、開発チーム立ち上げや開発
プロセスの整備、製品計画の支援など、幅広いサービスを提供し、高い評価を戴いておりま
す。詳しくは、こちらをご覧ください。 
 https://www.nds-osk.co.jp/ 
＊ニュースリリースに掲載されている情報（製品価格、仕様等を含む）は、発表日現在の情
報です。その後予告なしに変更されることがございますので、あらかじめご承知ください。 
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